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 令和４年３月31日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立足柄高等学校長  

令和３年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 

 視点 

４年間の目標 

（令和２年度策定） 

１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月11日実施） 

総合評価（３月31日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 

教育 
課程 
・ 
学習 
指導 

①生徒が自ら課
題を発見し、探
究する意欲を高
めることのでき
る教育課程の編
成や特別活動の
精選・充実に取
り組む。学校行
事や生徒会活動
等の精選と充実
を図り、生徒の
主体的な活動を
支援するととも
にそのユニバー
サルデザイン化
をはかる。 
②生徒の主体的
な学びを引き出
し、個々の生徒
に応じた教科指
導体制の構築と
評価法の研究を
行い、組織的な
授業改善に取り
組む。 

①新教育課程の最

終調整を行うとと

もに実施にあたっ

ての準備を適切に

推し進める。 

新型コロナウイル

ス感染防止に配慮

しながら、生徒会

行事を可能な限り

実施できるように

企画運営してい

く。 

 

 

 

 

 

②生徒の主体的な

学びを引き出し、

生徒が「授業にお

ける充実感」を感

じられるよう授業

改善に取り組む。 

 

①新教育課程に関する県

の要望書の最終確認を行

い、 

次年度の運用に向けた準

備、調整を行う。【教

務】 

感染防止対策や校舎耐震

工事等の制約の中で、足

高祭や球技大会など主要

行事をいかに安全に実施

するか、その規模や内容

を精査検討し、行事を通

して生徒が主体的に行動

し連帯を深められるよう

に支援する。【生徒会】 

②ICT機器の活用や対話

的な学びを推進すると

ともに、優れた授業実

践や教材を共有するた

めの教員相互の情報共

有や授業見学会を推進

する。 

【教務】 

①次年度に向け適

切な運営ができる

よう準備ができた

か。【教務】 

感染防止対策や校

舎耐震工事などを

踏まえて実施でき

たか。生徒会本部

や各種委員会など

を通じて、生徒の

主体的な行動を引

き出すことができ

たか。【生徒会】 

②教員相互の情報

共有や研修会を適

切に計画すること

ができたか。また

生徒による授業評

価における「授業

の充実感」「生徒

主体の授業の工

夫」の項目でよい

評価が得られた

か。【教務】 

①新教育課程完成に向け県との調整を行う
とともに、学校設定科目の申請を行なっ
た。また運用に向けては教科書、副教材の
登録申請、販売、準備にむけて書店と調整
を行った。【教務】 
生徒会行事の中でも最大規模となる足高祭
(文化祭)は、４月以来時差通学・短縮授業
の制約のある中、生徒会本部や実行委員会
を中心に準備を進めてきた。しかし、８月
２日発令の緊急事態宣言の延長に伴い、９
月中は分散登校となり、他の行事日程との
関係から、解除後の準備再開と安全な実施
は難しく、２年連続で中止となった。その
後の緊急事態宣言解除により、12 月には球
技大会を実施することができた。まん延防
止重点措置下ではあるが、３月の春季球技
大会実施に向けて準備している。【生徒
会】 
②ICT 機器の活用についてはオンライン授
業もあり、ほとんどの職員が取り組みを行
った。授業研修に関しては、10月から11月
に計画し実施した。授業評価においても多
くの科目において高評価を得ている。【教
務】 

①新教育課程の２，３年生における
実施科目の最終調整を行っていきた
い。また異なる教育課程が同時に展
開されることを踏まえ、問題点を予
想し事前の準備をしていきたい。
【教務】 
足高祭の実施に向けて、クラスや文
化部などの意識が日に日に高まり、
主体的な行動が見られていただけに
残念な結果となった。今後のことは
予想ができないが、来年度の実施に
向けて、規模・内容を検討し、柔軟
な対応・準備を進めていきたい。
【生徒会】 
 
 
 
 
 
 
②ICT 機器をただ利用するだけでな
く、どう使うかのノウハウを共有す
ることで職員全体のスキルアップに
つなげたい。【教務】 

①可能な限り行事が開
催できることを願って
いる。 
生徒どうしの仲間意識
やコミュニケーション
は不足していないか。 
高校生活におけるイベ
ントが軒並み中止にな
ったことは、生徒、保
護者にとっても残念で
あった。 
 
②ICT機器の活用方法の
共有をしてほしい。 
授業評価では質問項目
２の評価が低い科目が
あるので検証、改善を
願う。第１回より第２
回の方が高い授業評価
となっているのは大き
な成果である。 
新学習指導要領実施と
なるので、組織的な授
業改善と授業力向上に
取り組んでほしい。 

①多様な進路希望に配慮
した教育課程を作成し、
学校設定科目の申請を行
った。個々の教科目標を
達成すべく授業改善に取
り組みたい。【教務】 
足高祭を除く生徒会行事
は、小規模ながらも運営
できた。制約続きの学校
生活を埋めるため、学年
職員で行事を実施した。
本来の行事を経験した生
徒が少なく、２年間のﾌﾞﾗ
ﾝｸは否めない。行事運営
で主体性や自主性を引き
出す指導が大いに求めら
れている。【生徒会】 
②ｵﾝﾗｲﾝ授業もあり ICTの
活用については殆どの職
員が取り組んだ。今後は
使用方法を含めてのｽｷﾙｱｯ
ﾌﾟが課題である。授業評
価では多くの科目におい
て第２回が第１回を上回
る評価を得ている。評価
の低い項目についても改
善を図りたい。【教務】 

①生徒の課題解決力や学
ぶ意欲を育むための新学
習指導要領の方針を十分
に理解し、授業改善に取
り組む。【教務】 
コロナ感染状況の推移を
注視しながら、来年度は
足高祭を安全性を十分に
確保しで実施する方策を
検討したい。生徒の経験
やｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの不足を補う
べく、各行事において生
徒会本部や各種委員会を
積極的に活用していきた
い。【生徒会】 
②優れた授業実践や教
材、ICT 機器の使用方法
を共有するための教員相
互の情報交換、授業見学
会を推進する。全体の中
で評価の低い項目につい
ては原因を解明し改善策
を共有する。【教務】 

２ 

生徒 
指導 
・ 
支援 

①部活動の活性
化を推進し、協
調性と責任感の
涵養を図る。 
 
 
 
 
 
 
 
②生徒指導と生
徒支援の一体化
を推進し、教育
相談体制の充実
と外部連携を進
めるとともにユ
ニバーサルデザ
イン化を図る。 
 

①部活動の活性化

のため加入率の向

上と充実感の育成

につながる継続的

な支援体制整備に

努めるとともに、 

学業との両立を推

し進める。 

 

②各学年が生徒の

課題を的確に把握

し、個に応じた指

導と支援が一体化

した、きめ細やか

な生徒支援を進め

る。 

①新入生の部活動加入促

進の方法を検討、改善す

るとともに、中学生対象

の部活動体験・見学など

を通して、次年度入学希

望者への働きかけを実施

する。【生徒会 情報管

理】 

②多様な生徒の様々な課

題・ニーズに対ししっか

りと情報共有を図り、組

織として、多角的な支援

を迅速かつ適切に展開す

る。【生徒支援】 

①部活動加入率低

下に歯止めがかか

ったか。途中退部

に係る分析や対応

策を検討できた

か。学業とのより

良い両立を目指し

た支援が行えた

か。【生徒会 情報

管理】     

②ケース会議等の

取組が支援の必要

な生徒の指導に生

かせ、迅速で適切

な課題解決につな

がったか。【生徒

支援】 

①まん延防止重点措置の下、例年４月に行
っていた部活動紹介、見学会を実施するこ
とができた。新入生の加入率は 73.2％と高
く、全体で 64.3％の加入となり、前年
(59.6％)を上回る結果となった。校舎耐震
工事に伴う部活動への影響については、主
に活動場所の調整に見られたが、各々の工
夫により維持されている。【生徒会】 
オープンスクールでは部活動紹介パネルを
作成し、中学生に部活動のPRを行った。ま
た、新しい工夫として当日不在の部活動に
動画を作成してもらった。この動画は説明
会時のPRにも活用した。【情報管理】 
 
②多様な生徒への支援のため学年会・G 会
議等で情報共有に努め、複数回ケース会議
も開催した。分散登校という状況をはさみ
ながらもできる限り迅速かつ適切な対応に
努めた。各学年・教科と養護教諭・サポー
トティーチャー等と連携して様々な事案に
対応した。【生徒支援】 

①各部とも大きな離退部はなく、概
ね４月当初の規模で活動できてい
る。中学生対象の部活動体験・見学
などが緊急事態宣言発令により実施
できなかったことが、来年度新入生
にどのように影響するかわからな
い。今後も中学生への啓蒙を図れる
方策を考えていきたい。【生徒会】 
予定していた部活動体験・見学会
は、新型コロナウイルス感染症対策
のため中止となったので、次年度は
是非実施したい。Web 上で積極的に
PR したいが個人情報保護の観点より
工夫が必要である。【情報管理】 
②生徒の抱える問題が多様化し心理
的な要因も増えてきている。よりい
っそうの情報共有や外部機関との連
携等が必要になると考えられる。保
護者とのより緊密な連携も重要な課
題となっている。また、登下校時な
どの生徒の交通安全意識や社会規範
意識の涵養が課題となっている。
【生徒支援】 

①新入生の部活動加入
率の向上は良いことで
ある。 
部活動で学校選びをす
る中学生もいるので、
HP を活用した部活動の
PR など中学生がみられ
るシステムが構築され
るとよい。 
個人情報に気を付けな
がら、効果的な HP での
発信に努めてほしい。 
序列や礼儀を学ぶ上
で、部活動に力を入れ
ることは良いと思う 
部活動の活性化が生徒
の成長にとって妥当な
ものなのか気になって
いる。 
②関連機関との連携だ
けでなく、発生予防の
対策など校内での対応
もお願いしたい。 

①部活動の規模や活動
は、制約を受けながらも
大きな混乱もなく継続で
きた。新入生の部活動加
入の上昇傾向が２～３年
続いてみないとわからな
いが、途中退部が少ない
ことも必要である。学習
だけでは学べないことも
多く、活性化に取り組ん
でいきたい。【生徒会】
高校について知りたい内
容を問うと部活動が最上
位であった。コロナ禍で
は効率の良い PR方法が必
要である。【情報管理】 
②ケース会議等を開催
し、SC・児相・警察等と
も連携して組織的な支援
体制で対応できた。ま
た、SNS のマナーや交通
安全について啓蒙活動や
交通安全指導を実施でき
たが、継続的指導に課題
が残った。【生徒支援】 

①感新型コロナへの予断
を許さない中だが、４月
に部活動紹介、部活動見
学会を実施して、新入生
への啓蒙に努めたい。ま
た、中学生対象のオープ
ンスクールや部活動体
験・見学会などを積極的
に活用していく。【生徒
会】染対策を講じ、中止
せずに中学生向けの部活
動体験会を実施するよう
努力する。また、部活動
の最新の情報を HP等で発
信する。【情報管理】 
②情報の共有化と組織的
な支援体制をより充実さ
せていく必要がある。携
帯電話教室や日常的な啓
蒙活動により適切な SNS
の利用、スマートフォン
の利用、交通安全につい
ての指導を継続していく
必要がある。【生徒支
援】 



 

 視点 

４年間の目標 

（令和２年度策定） 

１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月11日実施） 

総合評価（３月31日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 

進路 
指導 
・ 
支援 

①生徒自身が考
え、体験をする
など、主体的に
取り組むキャリ
ア教育を計画
的・段階的に実
践する。 
 
 
 
 
②「実践推進
校」として、生
徒一人ひとりの
社会接続を実現
するために、て
いねいな進路支
援を行う。 
 

①生徒一人ひとり

の進路実現に向

け、進路開拓につ

ながる学習意欲の

喚起を図るととも

に、生徒の主体的

な進路実現の動き

を促す指導体制づ

くりを進める。   

②特別募集で入学

した生徒の社会接

続に組織的に取り

組む。 

 

 

①校内での情報共有や進

路データの有効活用を進

め、複雑化する入試制度

に対応できるよう、的確

な情報提供を行い、生徒

が自らの進路開拓に挑戦

できるよう支援する。

【進路】 ②「進路実

践」の３年間の内容や流

れについて系統的整備を

進めるとともに、組織づ

くりをすすめ、生徒個々

の希望を踏まえた幅広い

実習・体験先の開拓を行

う。また、目標達成に向

けた人員配置を行う。

【進路】 

①生徒の進路目標

を明確にし、安易

な進路選択に向か

わせないような指

導が実施できた

か。 

 

 

 

②系統的な授業づ

くりを進め、連携

生徒の個々の希望

を踏まえた社会接

続が実現できた

か。 

①３年生については、進路ガイダンスと進
路面談を連動させ、最新情報をもとに生徒
自身が進路希望を明確化具体化できるよう
支援した。外部模擬試験時や出願指導時等
定期的に面談指導を行い学習意欲の喚起に
努めた。１・２年生については、外部講師
による対面でのガイダンスや体験授業がよ
い刺激となり、将来へのビジョンを考え準
備する動機づけとなった。 
 
②進路Ｇ、教科担当者、実習担当者、担任
が連携することで、生徒個々の進路に合っ
た指導を組織的に進めることができ、３年
生全員が希望の進路に進むことになった。 

①感染症対策のため、医療系幼児教
育系の体験学習が実施できない状況
が今後も続くことが考えられる。本
校だけでは対策が難しいので、地区
の高等学校全体で協力して対応して
いく必要がある。生徒の職業理解を
深めるための対策が課題である。 
 
 
 
②蓄積してきた「進路実践」の取り
組みを継承し、引き続きていねいな
進路支援を行う。そのために組織づ
くりにさらに力を入れていく。 

①今後も丁寧な進路指
導をお願いしたい。 
高１，２年の段階で将
来のビジョンがはっき
りとしている生徒が少
ない気がする。 
HP の進路状況では、４
年制大学への進学が増
えている。ガイダンス
や体験指導の成果が伺
える。 
②希望通りの進路に進
めてよかった。 
特別募集で入学した生
徒を対象とした実習に
ついて、引き続き協力
していきたい。 
 

①早期の出願指導により
一般選抜の大学合格者数
が増加し、大学進学者が
60％を超えた。3 年生は
面談等の丁寧な指導によ
り安易な進路選択をする
生徒が減少したが、１・2
年生については進路に対
する意識づけを強化する
必要がある。【進路】 
 
 
②特別募集生徒に対する
進路支援の形を確立する
ことができたのでしっか
りと継承していく。【進
路】 

①ガイダンスや説明会だ
けでなく、進路指導室の
利用や進路情報の掲示板
の活用等、他の情報発信
方法を工夫する。【進
路】 
 
 
 
 
 
 
 
 
②職業技術校や就労支援
施設、企業等との定期的
な連携を継続する。【進
路】 

４ 
地域等
との協
働 

①地域に情報発
信するととも
に、生徒の地域
理解と地域貢献
を通じ、連携と
協働を推進す
る。 
 
②地域と連携し
て、地域防災を
推進する。 
 

①本校の魅力の発

信のためにＨＰや

デジタルコンテン

ツの充実を図る。

様々な外部の意見

を聴取し、学校運

営に活かす。 

②防災関係のマニ

ュアルの周知を徹

底するとともに防

災教育を推進し、

総合的な防災体制

を強化する。 

①地域のニーズ、中学生

及びその保護者の進路選

択の実際等、情勢分析を

行い、生徒の生き生きと

した活動を情報として提

供する。【情報管理】     

地域との連携を推進す

る。【管理運営】 

②災害に対処する実践的

な訓練を計画実施する。

【管理運営】 

①ＨＰの定期的な

更新や学校説明会

等で、情報の質と

量の確保、的確な

情報提供と丁寧な

対応ができたか。

【情報管理】  

地域との連携を推

進できたか。【管

理運営】    

②南足柄市と協議

を継続し体制整備

が進められたか。

【管理運営】 

①HP の更新を積極的に行った。説明会では
丁寧な説明を心掛け、生徒による説明にも
力を入れた。また、参加できなかった方の
ために一定期間当日の動画配信を行った。
【情報管理】 
各行事において、今年度は地域との連携は
不十分であった。【管理運営】 
 
 
 
②年２回全校避難訓練を実施した。DIG 訓
練では土砂災害警戒区域に位置する本校の
特性について理解を深めることができた。
【管理運営】 

①HP 全体をさらに見やすくなるよう
構成を検討する。また新たな情報発
信の手段を研究する。説明会では、
知りたい情報を得ることが出来たか
を来場者アンケートで把握し、必要
な情報を提供できるようにする。
【情報管理】 
次年度以降は、各行事において地域
との連携を図っていきたい。【管理
運営】 
 
②火災避難訓練では足柄消防署と連
携して通報訓練を行った。今後は地
域との連携も図りたい。【管理運
営】 

①コロナ禍での情報発
信方法は限られるが継
続を。 
災害時にはまず自分を
守る、その次の段階と
して「貢献」という考
え方がある。地域との
協働として一歩踏み込
んでもらいたい。 
②防災訓練は続けて中
止となることは避けて
ほしい。オンラインを
活用した地域との協働
を検討してほしい。 

①説明会では、丁寧に説
明した。説明内容の重複
があり、各回での説明内
容の再考が必要である。
HP 閲覧をする中学生数が
増加したので一層の情報
発信に努める。【情報管
理】 
②感染予防に努め、全校
避難訓練を実施すること
ができた。土砂災害警戒
区域に位置する本校の特
性を理解することができ
た。【管理運営】 

①説明会や学校案内と
Web ページを連動させた
情報提供を考える。Web
ページ作成システムを更
新頻度が上がるように改
善する。【情報管理】 
②今後は南足柄市や地域
との連携を図り、オンラ
インの活用も検討しなが
ら、地域と協働し、防災
教育を推進していきた
い。【管理運営】 

５ 

学校 
管理 
・ 
学校 
運営 

①学校全体で教
育環境に対する
課題を共有し、
組織的・計画的
に改善していく
体制を整える。
【管理職】 
 
 
 
 
②不祥事防止に
努め、実効性の
ある組織的な取
り組みを行う。
【管理職】 

①魅力と特色づく

りのための会議を

設置し、学校課題

を職員一丸となっ

て把握し解決に向

かう意識を醸成す

るとともに、効果

的な業務遂行に向

けた働き方改革を

推進する。【管理

職】 

②教職員一人ひと

りが自覚と誇りを

もち、全校体制で

不祥事防止の徹底

に引き続き取り組

む。【管理職】 

①協働によるメリットの

最大化に向けたスローガ

ンを設定し新規に設置し

た会議の中での協議を通

じて、学校課題の解決に

向けた具体的なプランを

練り上げる。【管理職】 

②教職員の意識向上とコ

ンプライアンスマニュア

ルを活用した効果的な不

祥事防止研修、不祥事防

止会議を計画的に実施

し、不祥事ゼロプログラ

ムを着実に実施する。

【管理職】 

①本校の魅力と特

色の明確化や、課

題解決に向けた働

き方改革の道筋に

ついて、職員間で

の共有ができた

か。【管理職】 

 

②不祥事防止研修

等の定期的な実施

により、事故・不

祥事を未然に防止

できたか。【管理

職】 

 

 

①『魅力と特色づくり検討会議』を５回開
催する中で、本校の強みと弱みの分析を行
ったり、中学生やその保護者が本校に期待
している項目を洗い出したりすることで、
今年度にやるべき事柄について検討し、議
論を深めた。【管理職】 
 
 
 
②月に一度のテーマを設定した不祥事防止
研修、また、わいせつ事案の根絶を目的と
した職場討議や動画を活用した研修をとお
して、不祥事防止の啓発に努めた。【管理
職】 

①今年度にやるべき事柄については
協議できたが、長期的展望を見据え
たうえで、令和４年度以降の達成目
標の設定と工程表の作成にまでは至
らなかった。来年度も、引き続き協
議を重ね、足柄高校の魅力を最大限
に引き出すためのさまざまな具体策
を提案していきたい。【管理職】 
 
 
②今後も、職員一人ひとりが不祥事
を自分事として考え行動できるよ
う、討議などを盛り込んだ研修を継
続して実施し、不祥事防止の啓発を
図っていく。【管理職】 

①魅力と特色会議で明
らかになった「強み」
などを HP で発信した
らどうか。また、５回
の開催で議論を深めた
ことは有意義である。 
足柄高校の特色や強み
を大切に学校運営をお
願いしたい。 
もっと魅力や特色のア
ピールを行ってほし
い。 
②足柄高校開校時から
見てきているが、最近
は、不祥事は聞かなく
なり、挨拶の励行など
生徒の質も上がってい
ると思う。今の状況を
維持してほしい。 

①『魅力と特色づくり検
討会議』の中で、短期目
標と長期目標を設定し、
今後の見通しを立てるこ
とができた。【管理職】
②朝の打合せや月に一度
の不祥事防止研修を通し
て、不祥事を未然に防ぐ
ことができた。【管理
職】 

①長期的目標に基づいた
短期目標の実現に向け
て、さらに議論を深めて
いく。また、本校の強み
を把握した上で、魅力と
特色をＨＰ等で発信して
いく。【管理職】 
②全体で行う研修以外に
も、グループ討議などを
取り入れた研修も計画し
ていく。管理職面談など
個々の教職員と対話をす
る機会を設けていく。
【管理職】 

 


